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B 135 家庭ごみ発生のモデル化に関する研究～衣料品について
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　ｊ的　家庭における消費活動は廃棄物発生につながっているが、廃棄物処理の分野では

この家庭からのごみの質の悪化、量の増加が問題になってきている。筆者の属する研究室

でii ,家庭ごみの減量化、より健全な生活の運営の基礎として家庭ごみの発生構造につい

ても研究を行っているが今回は衣料品を例にとり、量と時間の関係のモデル化を試みた。

　方法　家庭内の消費活動すなわち「購入一消費一廃棄」は物品が流れていく過程、流れ

系と考えることができる。流れ系の寿命分布解析はポビュレーショソバランス・モデルの

概念を用いて’行うことができ、このモデルii容器中の液体の流れの混合特性にIS用されて

きた。水系と物流系を比較すると、水の挙動のデッドスペースは物品の不要品保有-リサ

イクリングti物品の再利用となるなど同様の現象になっており.水系モデルを物流系モデ

ルに転換することが可能である。そこで、ポピュ レ-ションモデルを用いた完全混合槽列

モデルの寿命分布曲線を導入する。 E（t）＝で^（奄）""（一寺）n

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　-’･｀f’　　w　　　　　　－ここT、T：平均使用期間（水系の平均滞留時間）n : 消費特性指数（同.槽数）でＴと

ｎのパラメータの決定により各物品について消費曲線を描くことができる。^

　紘』I　衣料品についてｔとｎを決定し実際のデータと比較すると図のよう･､

［ﾑj］とj］jﾑﾑ」

になる。データを増やしてパラメータを決定すればごみ量の将来予測も可能0 。。.２ 1 i ｓ　￥哨

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｀Vf- J　　皿±.(≪禰)で、　またパラメータ自体も各物品の消費特性を示すものとして利用できる。¨。。。・。。、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平nm・會員1●ヶ貝

なお平均使用期間て(i従来クリ- -ング業界などから提唱されているものと

ほぼ同様となった。（この研究(i京大工学部衛生工学科寺島研で行われたものである）


